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（日本国有鉄道資料から作成）
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1.鉄道貨物輸送量

1976年3月31日現在の鉄道貨物営業路線の延長は国有鉄道20,482km、

民営鉄道3,729km合わせて24,211kmである。これは、旅客をふくむ営業

路線延長のそれぞれの98％と60％ にあたる。

また、国有鉄道の貨物取扱駅は全駅数の50％、2,527駅で、そのうち貨物

専用駅は127駅である。

1970年4月から1971年3月までの 1年間の輸送トン数は国有鉄道約 2

億トン、民営鉄道5700万トン、輸送トンキロ(輸送トン数×輸送距離)は

国有鉄道624億トンキロ、民営鉄道10億トンキロである。

民営鉄道の貨物輸送は、臨海鉄道による輸送、採石地や採炭地から国有

鉄道あるいは港湾までの輸送など局地的な短区間輸送の役割をはたしてい

る。

鉄道貨物の品目別輸送量についてみると、石炭、石灰石、セメント、石

油製品、木材などが総輸送トン数の40％強をしめる。とくに民営鉄道の総

輸送トン数の60％はこれらの品目によってしめられる。

貨物の駅別発着トン数についてみると、1970年 4月から1971年 3月ま

での1年間の発量と着量の合計が100万トンをこえる駅は、国有鉄道約60

駅、民営鉄道約20駅でこれらの駅の年間取扱量は国有鉄道約1億トン、民

営鉄道約4000万トンである。

1970年10月現在のコンテナ輸送を取扱う駅は122駅で、いずれも国有

鉄道の駅である。

〔凡例と作図の要点〕

この図は1年間の鉄道貨物輸送量をそれぞれの路線区間ごとに表示した

ものである。貨物輸送は同じ路線区間内であっても移動方向によって輸送

量の差が認められるので、移動方向の別も表わした。

駅の貨物発着量は発量、着量をそれぞれ半円で上下に組合わせて表示し

た。半円の半径は発量（または着量）を段階区分して、それぞれの中数の

平方根に比例させた。ただし500万トン以上の発量(または着量)はそれぞ

れの実数の平方根に比例させた。

発着量を表示した駅は年間の発量と着量の合計量が30万トン以上の駅

である。

〔資料〕

1.日本国有鉄道，昭和45年度鉄道統計年報第１編（別冊）

2.運輸省，昭和45年度私鉄統計年報

3.運輸省，昭和47年版陸運統計要覧

4.日本国有鉄道，昭和45年度鉄道要覧

5.運輸省資料

2.鉄道路線の発達状況

わが国最初の鉄道路線は1872年に開通した新橋・横浜間29kmである。

はじめは日本の幹線鉄道はすべて官設の方針であった。しかし1883年日本

鉄道会社によって上野・熊谷間が開通し、このときから官私鉄併立の時代

に入った。1892年の鉄道の営業キロ数は、官設鉄道885km、私設鉄道2,124

kmとなった。

1906年から進められた幹線鉄道国有化の方針によって国は約 40の私設

鉄道のうち17を買収した。その結果国有鉄道の営業キロ数は、1905年の

2,562kmから1907年には7,153kmとなった。

これらの鉄道は、すべて蒸気機関車によって牽引される路線であったが、

電気動力による鉄道は1895年京都電気鉄道の路線が最初である。その後

10年間に東京、大阪、京都、横浜、名古屋などの市に市内電車が敷設され

た。

1920年に鉄道省が設置され路線の延長、施設や車輌の改良、電化などを

促進した。この時代には地方鉄道が建設され、ほぼ今日の鉄道網が形成さ

れた。また第一次世界大戦後郊外電車や地下鉄が誕生した。

第二次世界大戦開始以後、国内資源の開発と輸送に必要な新線が建設さ

れ、炭鉱地帯や臨港地帯などの私設鉄道30社1,386kmが国有化された。

1949年に公共企業体として日本国有鉄道が発足し、戦争によって荒廃し

た路線と施設の復興を行い、また、僻地などの地方路線の整備やスピード

化など旅客輸送サービスの向上をはかった。

日本国有鉄道は1964年に標準軌間の東海道新幹線を東京と大阪間に開

通させ、さらに幹線の電化と複線化を一層進めている。1960年頃から大都

市では地下鉄の建設がさかんにおこなわれた。一方僻地では路線を廃止し

てバス輸送に切替るところも出てきた。

〔凡例と作図の要点〕

この図は鉄道路線の建設年次を段階区分して色別に表示したものである。

現在廃止されている路線（破線記号）はその路線の敷設された年次の色

としてある。

〔資料〕

1.日本国有鉄道，日本国有鉄道百年史

2.運輸省，私鉄要覧

3.日本交通公社，時刻表

4.鉄道図書刊行会，日本の私鉄

5.日本国有鉄道資料主要品目別鉄道貨物輸送量の推移

（陸運統計要覧から作成）
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（陸運統計要覧から作成）

（陸運統計要覧から作成）

総輸送量 5700万トン

コンテナを取り扱う駅（1973）

大宮操：大宮操車場の略

1：13,000,000 1：13,000,000

（日本国有鉄道資料から作成）

国有鉄道の主要品目別
貨物輸送トンキロ（1970）

民営鉄道の主要品目別
貨物輸送量の割合（1970）

コンテナを取り扱う駅

専用線だけで取り扱う駅

フレートライナー基地

営業線

工事線

整備計画線

基本計画線

駅

都市
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(1970)
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鉄道貨物輸送量

鉄 道 貨 物 輸 送 量

年間輸送量(数字は片側の量)

年間発着量(数字は半円の量)

発量

着量

0～50 50～100 100～250 250～500 500～1,000 1,000～2,500 2,500～5,000 5,000

50 100 250 500 1,000 2,500 5,000 10,000千卜ン

7,500
10,000千トン

東京都の区部および政令指定都市の発着量
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鉄道路線の発達状況

鉄道路線の発達状況

路線の敷設年次
現在廃止され

ている路線

明治 5年～明治25年

明治26年～明治40年

明治41年～大正 8年

大正 9年～昭和11年

昭和12年～昭和24年

昭和25年～昭和38年

昭和39年～昭和48年

主要駅

1973.4.1現在
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